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中
津
発
・
連
立
四
次
方
程
式

　

介
護
保
険
が
施
行
さ
れ
て
10
年
が
経
過
し
た
。
「
保
険
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス

な
し
」
と
な
ら
な
い
よ
う
国
は
規
制
緩
和
（
民
間
参
入
）
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
の
量
の
大
幅
な
拡
大
を
図
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
現
在
、
４
０
０
万

人
を
超
え
、
金
額
（
予
算
）
に
し
て
３
兆
円
か
ら
８
兆
円
の
規
模
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
保
険
は
「
自
立
支
援
」
「
利
用
者
本
位
」
「
社
会
保
険
方
式
」

を
ベ
ー
ス
と
し
、
要
介
護
者
の
在
宅
生
活
を
重
視
し
た
。

　

し
か
し
実
際
は
、
施
設
志
向
の
流
れ
は
一
向
に
止
ま
ら
ず
、
調
査
に
よ
る

と
施
設
待
機
者
は
全
国
で
42
万
人
を
数
え
る
と
い
う
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
、

地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
の
本
音
が
ど
う
し
て
実
現
で
き
な
い
の

か
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
国
の

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
２
０
１
２
年
〜
２
０
１
４
年
）
は
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
て
、
日
常
生
活
圏
域
（
中
学
校
校
区
）
の
新
し

い
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
指
し
示
し
た
。
『
住
ま
い
』
『
介
護
』

『
医
療
』
『
予
防
』
『
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
』
を
24
時
間
切
れ
目
な
く
、
包

括
的
、
継
続
的
に
提
供
し
在
宅
生
活
を
支
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
の
見
直
し
と
強
化
で
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ
、
活
発
な
地
域
住
民
活
動
を
支
援

し
、
住
民
が
支
え
あ
う
自
助
、
互
助
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
。
施

設
・
事
業
所
も
地
域
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
得
意
と
す
る
24
時

間
３
６
５
日
の
支
援
体
制
を
惜
し
み
な
く
地
域
に
提
供
す
る
。
市
は
介
護
保

険
者
と
し
て
多
用
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
応
え
、
行
政
の
横
並
び
を

気
に
せ
ず
、
地
域
を
意
識
し
た
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
創
り
あ
げ

る
。

　

こ
の
７
月
30
日
、
31
日
両
日
、
中
津
発
第
７
回
地
域
密
着
型
福
祉
全
国
セ

ミ
ナ
ー
が
『
よ
ろ
う
ち
（
寄
り
合
っ
て
の
意
）
生
き
る
・
福
祉
の
里
づ
く
り

の
ス
ス
メ
』
と
題
し
て
中
津
で
開
催
さ
れ
た
。
９
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
っ
た
が
、
全
国
28
都
道
府
県
か
ら
来
た
施
設
関
係
者
は
中
津
方
式
に
感

動
し
た
と
言
い
、
地
域
住
民
は
自
分
た
ち
の
地
域
福
祉
社
会
づ
く
り
に
確
か

な
も
の
を
感
じ
た
。
地
域
住
民
と
社
協
、
行
政
、
事
業
所
の
中
津
発
・
連
立

四
次
方
程
式
が
全
国
に
発
信
さ
れ
た
。

介護保険総合ケアセンター
いずみの園

施設長

冨 永 健 司

社会福祉法人 九州キリスト教
社会福祉事業団常務理事



TEL 23-1616 ㈹まで 2Vol.52  IZUMINOSONO-DAYORI 

理事長

　

８
月
５
日
（
金
）
に
社
会
福
祉
法
人
九
州
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
事

業
団
の
第
２
回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
全
員
の
方
の
任
期
が
終
了
す
る
の
で
、

全
員
の
再
任
に
つ
い
て
選
任
・
同
意
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
理
事
会
で
は

理
事
の
互
選
に
よ
り
多
田
一
三
理
事
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

常
務
理
事
に
冨
永
健
司
理
事
が
再
度
委
嘱
さ
れ
、
今
後
２
年
間
の
法
人

役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
理
事
・
監
事 

２
０
１
１
年
９
月
６
日
〜
２
０
１
３
年
９
月
５
日

　
　
　
　
　

評
　

議
　

員 

２
０
１
１
年
８
月
18
日
〜
２
０
１
３
年
８
月
17
日

　

以
下
、
役
員
等
名
簿
で
す
。（
敬
称
略
）
　
　
　
　

（
法
人
本
部
事
務
局
）

新
法
人
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

○監　事／末瀬　昌和　　山口　貞嘉
○評議員／多田　一三　　冨永　健司　　齊藤　昭夫　　橋本　髙幸
　　　　　廣安愼太郎　　袖澗三枝子　　滝口　　真　　多田　玲子
　　　　　大継　徹朗　　小西美智子　　東島　勇気　　木村　武夫
　　　　　江口　敏一　　森分　直樹　　河村　賢吾　　野村　一美
　　　　　出納　皓雄　　田邉　久伍　　島田　　晉

5月 1 日付
有隅たまき　在宅サービス事業部訪問看護課　主任
　

5月 1 日付
佐藤　弘美　在宅サービス事業部デイサービス課（ふれんど館）主任

5月 1 日付
中村香代子　ケアハウス事業部ケアマンション聖愛ホーム　介護員
田中　洋美　在宅サービス事業部デイサービス課（ふれあい館）介護員
馬場　末子　在宅サービス事業部訪問看護課　看護師
瀬崎　博司　在宅サービス事業部寄り合いセンターいずみ　介護員
中山しおり　特養事業部介護課　介護員

7月 1 日付
渡辺　順子　在宅サービス事業部中津市地域包括支援センター　介護支援専門員

常務理事

理　事

河村　賢吾

廣安愼太郎滝口　　真 橋本　髙幸 齊藤　昭夫

島田　　晉 東島　勇気

多田　一三

冨永　健司

2010年度決算の状況

人事関係

法人全体の事業活動収支の状況
　○年間収入額  1,665,988千円　　○年間支出額  1,612,580千円　　○当期事業活動収支差額  53,408千円

4月18日付
樋口　貴子　在宅サービス事業部デイサービス課（ふれあい館）介護員

5月 1 日付
河野かおり　総務部総務課　事務員

7月 1 日付
楳澤亜衣子　在宅サービス事業部中津市地域包括支援センター　社会福祉士
牧尾　寿子　在宅サービス事業部かきぜグループホーム　介護員

7月20日付
上畑美佐江　在宅サービス事業部デイサービスセンターかきぜ（ピーター）指導員

8月 1 日付
外松　奈美　特養事業部看護課　看護師
森　　智弘　特養事業部看護課　看護師

8月 8 日付
山田　美沙　特養事業部介護課　介護員

8月10日付
山中　順子　総務部いずみの森　介護員 （以上8月10日まで）

2011年４月１日以降

2011年５月27日第１回理事会承認

（総務部 総務課）

介護保険収入
70.17%

運営費収入
14.28% 人件費支出

65.22%事務費支出
10.12%

事業費支出
14.22%

経常経費
補助金収入
4.53%

国庫補助金等
特別積立金取崩額
3.25%

その他の支出
7.23%

その他の収入 7.77% 事業活動収支差額
3.21%
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当
施
設
で
は
24
時
間
巡
回
型
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
関
し
て
厚
労
省
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
状
況
の
見
学
と
７
月
30
日
の
全
国

セ
ミ
ナ
ー
の
ゲ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
中
津
市

に
来
ら
れ
た
機
会
を
と
ら
え
、
７
月
29
日
の
17
時

か
ら
、
厚
労
省
老
健
局
千
田
透
介
護
保
険
指
導
室

長
を
囲
ん
で
35
名
の
職
員
と
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
２
時
間
余
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た

が
、
介
護
保
険
を
巡
る
今
日
的
課
題
や
施
設
・
在

宅
事
業
所
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
訪
問
介
護
の
第
一
線

で
の
職
員
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

介
護
報
酬
改
定
の
こ
と
は
ま
だ
方
向
性
が
見
え

な
い
状
況
の
下
で
し
た
が
、
現
場
の
要
望
の
一
部

を
聴
い
て
も
ら
い
、
制
度
の
変
遷
や
エ
ビ
デ
ン
ス

の
必
要
性
な
ど
、
広
範
囲
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
い
た

だ
き
、
わ
れ
わ
れ
職
員
の
仕
事
を
考
え
た
時
、
多

く
の
方
々
及
び
事
業
所
と
連
携
を
行
い
、
地
域
包

括
ケ
ア
を
基
盤
と
し
、
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

大
変
勉
強
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
経
営
企
画
室
）

　

「
い
ず
み
の
園
児
童
ク
ラ
ブ
ピ
ー
タ
ー
」
で
は
、
夏
季
休

暇
時
に
市
内
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
の
清
浄
園
か
ら
３
名

の
高
校
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
き
て
い
ま
す
。

　

「
ピ
ー
タ
ー
」
で
は
、
今
年
度
45
名
の
児
童
が
登
録
し
、

保
護
者
が
勤
務
な
ど
で
自
宅
に
い
な
い
時
間
を
す
ご
し
て

い
ま
す
。
７
月
21
日
か
ら
夏
休
み
に
入
り
、
一
日
預
か
り

を
開
始
し
て
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
児
童
が
来
園
し
、
宿
題

を
し
た
り
、
水
遊
び
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
に
く
る
清
浄
園
の
高
校
生
た
ち
も
児
童
と

共
に
外
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
宿
題
を
見
て
あ
げ
た
り
し

な
が
ら
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。児
童
も「
お
ね
え
ち
ゃ
ぁ
ー

ん
」
と
呼
び
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
生
徒
さ
ん
と
共
に
過
ご
す

時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

長
い
夏
休
み
の
期
間
で

す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
高
校

生
な
ど
と
協
力
し
て
、
児

童
が
安
全
で
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
で
き
る
夏
休
み

と
な
る
よ
う
に
、
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

７
月
30
、
31
日
に
標
記
セ
ミ
ナ
ー
が
中
津
市
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
約
９
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ

ミ
ナ
ー
は
第
１
回
目
が
中
津
市
で
開
催
さ
れ
、
今
回
は
７

回
目
で
福
澤
諭
吉
に
ち
な
ん
で
「
福
祉
の
里
づ
く
り
の
ス

ス
メ
」を
テ
ー
マ
に
、新
貝
中
津
市
長
の
歓
迎
挨
拶
の
あ
と
、

大
森
彌
東
大
名
誉
教
授
（
厚
労
省
社
会
保
障
審
議
会
会
長
）

の
基
調
講
演「
地
域
で
ケ
ア
す
る
と
い
う
こ
と
」を
は
じ
め
、

当
園
冨
永
施
設
長
（
実
行
委
員
会
副
委
員
長
）
や
厚
労
省

老
健
局
千
田
室
長
、
大
分
県
永
松
福
祉
保
健
部
長
、
中
津

市
鯨
井
副
市
長
な
ど
各
界
の
方
が
、
高
齢
・
障
が
い
・
子

ど
も
が
地
域
に
お
い
て
暮
ら
し
や
す
い
里
を
い
か
に
つ

く
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
全
国
の

事
例
報
告
に
基
づ
き
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ア
ル
バ
イ
ト
の
生
徒
さ
ん
が

ア
ル
バ
イ
ト
の
生
徒
さ
ん
が

児
童
ク
ラ
ブ「
ピ
ー
タ
ー
」に

ア
ル
バ
イ
ト
の
生
徒
さ
ん
が

第
７
回
地
域
密
着
型
福
祉
全
国
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

特養事業部
部長　岩崎　深雪

在宅サービス事業部
部長　熊井カホル

介護保険サービスセンター
主任　東　　久美

『
誰
も
が
24
時
間
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
包
括
的
ケ
ア
と
は
？
』
の

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
て

　

独
居
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も
、
最
期
ま
で
ご
本
人
の
意
向
に
沿
っ
た
在
宅
生
活

が
行
え
た
事
例
を
基
に
、
地
域
住
民
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
有
償
サ
ー
ビ
ス
等

と
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
り
、
そ
の
方
の
生
活
支
援
が
行
わ
れ
た
か
の
事
例
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
本
人
か
ら
見
た
「
社
会
」
と
は
何
か
を
考
え
た
場
合
、
既
存
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
み
で
は
充
足
で
き
ず
、
地
域
、
医
療
、
有
償
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
主
体

が
共
同
し
て
地
域
基
盤
を
作
り
、
そ
の
中
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
活
か
さ
れ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
目
的
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
や
専
門
職
の
養
成
が
求

め
ら
れ
、今
後
、更
に
生
活
支
援
に
視
点
を
お
い
た
地
域
包
括
的
ケ
ア
の『
中
津
版
』

実
現
に
向
け
、
住
民
や
専
門
職
と
共
に
実
践
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
『
認
知
症
と
共
に
暮
ら
す
』
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
地
域
の
中
で
生
活
の
主
体
者
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
は
住
民
は
住
民
と
し
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
事
業
所
と
し
て
、
専

門
職
は
専
門
職
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
、
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
も
、
本
人
の
主
体
性
を
大

事
に
し
、
家
族
地
域
と
係
わ
り
や
関
係
性
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
象
者
に
と
っ

て
何
が
今
一
番
必
要
で
あ
る
か
を
話
し
合
い
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

分
科
会
で
の
報
告
者
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
、参
加
者
の
方
が
涙
す
る
場
面
も
あ
り
、

感
動
に
包
ま
れ
た
分
科
会
で
し
た
。

第
２
分
科
会
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
』
に
つ
い
て

発
表
者
と
し
て
参
加
し
て

　

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
」
24
時

間
３
６
５
日
在
宅
生
活
を
支
え
る
為
に
取
り
組
ん
で
い
る
い
ず
み
の
園
の
三
つ
の

事
業
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護(

い
ず
み
の
園
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー)

で
は
24
時
間
の

緊
急
時
の
対
応
と
定
期
巡
回
で
ご
自
宅
が
繋
が
っ
て
い
る
安
心
感
、
ま
た
、
か
き

ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
多
世
代
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
様
子
、
さ
ら
に
、
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

で
は
「
通
い
・
泊
ま
り
・
訪
問
」
の
機
能
で
柔
軟
に
支
え
る
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
第
５
期
介
護
保
険
計
画
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
等
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
24
時
間
切
れ
目
な
く
、
ご
利
用
者
に
提

供
出
来
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
世
代
・
地
域
住
民
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
地
域
の
方
々
と
専
門
職
と
が
協
力
・
連
携

し
、
実
状
に
合
っ
た
支
援
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
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